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Roles Required for a Better “Campus Life Support”















1）Campus Life Support Room of Niigata Seiryo University　　　　　　　　　　　
2）Graduate school of Niigata Seiryo University,Department of Clinical Psychology
3）Health center of Niigata Seiryo University　　　　　　　　　　　　　　　　　








































































































































































































































37Roles Required for a Better “Campus Life Support”
するのは、専門職を目指す学生からの利用のニーズ
が高まるからだと推察される。
　幼児教育学科では、多くの学生が幼稚園教諭二種
免許と保育士資格を取得し、幼稚園や保育所に就職
する。一般企業の就職を目指す学生もいるが、少数
である。短期大学は就職活動の開始が比較的早く、
１年生後期から活発になる。後期に入って就職活動
を始めた学生が自己理解を深める目的で来談するこ
とから、「心理検査」が10月にもっとも多くなる。
２月は就職活動が進行するにつれて、さらに自己理
解を深めて適性を知ることを目的として来談する学
生が多いことから、相談内容も「職業検査」が多く
なり、これらの学生の中には、一般企業への就職も
検討している学生も含まれている。
　人間総合学科は、介護コースを除けばほとんどの
学生が一般企業を選択する。また、取得できる資格
も一般企業の就職に役立つような事務系の資格が多
い。事務系の資格の場合は、福祉や介護の専門職に
は要請される現場実習はない。中途で大学へ編入す
る学生もいるが、ごく少数である。就職活動の開始
は、幼児教育学科と同様に１年生後期からであり、
そのため、「心理検査」と「職業検査」が11月に集
中している。一般企業への就職が多いため、早く内
定が決まる学生は、２年生の前期には就職活動は終
了している。しかし、内定が決まらず活動が長期化
する学生や、就職活動中に進路選択に迷いの生じる
学生も存在する。そういった学生が２年生の後期に
入って、新規の来談に至ることもあり、２年生の10
月の利用率が増加している。
３．今後の取り組み
　今回の結果から専攻する学科や時期によって利用
頻度や利用目的、相談の内容に特徴があることが示
された。今後は、それぞれの学科における来談の特
徴やニーズに合わせた取り組みを進めていくことに
より、さらに柔軟で質の高い学生支援に発展させる
ことが可能になる。利用頻度が増加する前期と後期
前半、特に４～６月と10月～11月においては、相談
員がより学生側のニーズに応じて近接した取り組み
を実施していくことが、全学科・学年において効果
的に働く可能性がある。４月～６月は入学や進級に
よって対人関係の変化から、心理的ストレスを感
じ、環境への不適応感を持つ場合が生ずる。不適応
感と同時に自己理解への関心が高まり、場合によっ
ては、自覚的に心身の体調不良として現れてくるこ
とがある。従来実施していた、心理検査を用いて自
己理解を深めるグループワークに加え、「対人関係
の築き方」や「ストレスマネジメント」をテーマと
した、より大人数を対象としたセミナーや出前授業
が新たな試みとして挙げられる。10月～11月は就職
活動を開始している学生、すでに活動している学生
への支援を強化していくことが必要である。今まで
は、サポート室として、対象を絞らない全学向けの
グループワークに加え、学年・学科別で対象をある
程度絞ったものも開催してきた。今後は、「一般企
業を考えている学生」、「専門職を考えている学
生」など就職活動の内容で分けることや「これから
就職活動を始める学生」「すでに就職活動を進めて
いる学生」などの時期別にすることなど、就職活動
の内容や時期について、ピンポイントで対象を絞っ
たグループワークを試みることも検討している。
「進路をどう選んでいくか」、「就職活動への心構
え」などのテーマで、セミナーや出前授業を開催す
ることも試みとして考えられる。開催に当たっては
キャリア支援課やキャリアサポートステーションな
どの学内の他部署との連携した動きが前提となる。
　実習や就職活動の時期、進路選択の幅という観点
から今回は考察したが、学科全体の雰囲気や学生間
の対人関係などについても、ぞれぞれの学科ごとに
特徴はある。今までも、他部署において、学科の特
徴や学生のニーズの把握のために、学生へのアン
ケートを実施した検討が行われている。しかし、教
職員へのインタビューやアンケートなどは実施して
こなかった。教職員から見た学生の特徴やサポート
室に対するニーズを把握するなど、教職員へのアプ
ローチも学生支援活動の充実には欠かせない。今
後、サポート室としては、キャリア支援課やキャリ
アサポートステーションなどの学生支援に直接関わ
る部署との連携はもちろん、普段、学生により身近
に関わっている学内の様々な立場の教職員との連携
についても、今後取り組むことにより、より質の高
い学生支援を提供できるように努力を重ねたいと考
えている。
Ⅴ．まとめ
　キャンパスライフサポート室の３年間の利用状況
について、来談時期や利用目的の視点から集計を
行った。その結果、前期では４～６月、後期では10
月～11月に利用頻度が多くなること、各月によって
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利用頻度や相談目的、相談内容が異なっていた。さ
らに各学科・学年による来談時期、相談目的および
内容に特徴が認められた。実習や就職活動の時期、
進路選択の幅という視点を中心に考察し、今後の取
り組みについて検討した。本研究では、３年間に限
定されていることや、来談時期や相談目的および内
容についての集計結果のみの検討であり、相談内容
の詳細な質的分析までには至っていない。今後は、
さらにデータを蓄積し、相談内容についても質的分
析を行うなど、より多角的な視点から検討を進めて
いきたい。
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